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「D」　i3／10かゐ　・
「B」　（1）
「B」　（2）　1／13の地震まで文「C」
i文「C」
「A」 予科卒業まで
1／17～6／giの空襲まで
聞き取り者
広羽、山田、日比谷
斉藤、永野
（明大回報20・1による）
（明大回報20・1による）
高石、高橋
武藤、大木、永野
斉藤
岩井、斉藤・木村
小川、関口
広羽、山田
大野、森、篠原
山本、花形、日夏
市原、田崎
〃
〃
注5．「専門部・経」とは、専門部経営科（昭和19年4月専門部商科を同経営科と改称）
注6．明治大学専門部女子部は昭和19年3月に明治大学女子専門学校に改称。
注7． 本表作成後に、日本窒素肥料株式会社へ（昭和19年9月）専門部の1年生が、三菱重工業株式
会社川崎製作所へ（昭和20年1月）女子専門学校の1年生が勤労動員されたことの史料が発見
されたので追記しておく。
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明大生勤労動員一覧表（昭和19年6月以降）
会　　社　　名 所在地（昭和19年現在） 学部・学科・学年
石川島造船所
@（石川島造船所深川工場）
京橋区佃島
[川区豊洲2－6－1
予科2年・3年
齧蝠煤E政、商、興、文　2・3年
日本鋼管株式会社 横浜市鶴見区末広町2－1 専門部・経　1年
大日本機械工業上尾製作所 専門部・経　1年
東京軽合金製作所 大森区山王1－2446 商学部　3年
日産自動車株式会社横浜工場 横浜市神奈川区宝町2 専門部・興　1年
石川島芝浦タービン株式会社 横浜市鶴見区末広町2－4 法・政経学部　3年
石川島航空工業株式会社 横浜市磯子区富岡町昭和317 専門部・法　2年
第二海軍火薬廠 神奈川県中郡大野町中原 法・政・商学部　2年
大同製鋼星崎工場 名古屋市南区星崎町字繰出66 専門部・政、商　2年
大同製鋼築地工場 名古屋市南区龍宮町10 専門部・興、文　2年
日本窯業株式会社横浜工場 横浜市鶴見区矢向町1628 専門部・法　1年
株式会社斉藤ドラム製缶工場 横浜市鶴見区生麦町544 専門部・政　1年
三菱石油株式会社川崎製油所 川崎市扇町16 専門部・文　1年
@　　　　専門部・文　2年
横浜容器工業株式会社 横浜市鶴見区市場町1400
東洋ドラム缶工業株式会社 横浜市鶴見区鶴見町1340
株式会社三吉鉄工場 荒川区尾久町6－115
日本特殊鋼羽田工場 予科　1年
名古屋陸軍造兵廠 予科　2年
愛知時計電機抹式会社
i愛知航空機株式会社）
名古屋市熱田区千年町1－2 工業専門学校　機械科　1年
陸軍被服廠
i赤羽本廠・朝霞支廠）
女子専門学校　2年
株式会社日本製鋼所 日本橋区通2－5（高島屋内） 女子専門学校
大日本兵器品川工場 女子専門学校
???
注3．
注4．
会社（工場）名に対して該当学部のないものは、動員先から更に分散勤務したものと思われる。
会社名、学部名が記されていて期間の不明のものは、聞き取り等による動員期間の裏付けが出
来なかったもの。
女子については、人数的に少数で、しかも多方面にわたって動員されていた模様なので全体像
がっかみにくい。したがって内容は前掲の女子部関係の座談会（P206－P231）を参照のこと。
「専門部・興」とは、専門部興亜科（昭和20年9月専門部興亜科を同産業経済科と改称）
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本学勤労動員先一覧表について
　太平洋戦争開戦前の昭和16年10月頃から「食料・飼料等の増産運動」・「国防事業協力」あるいは
「国民勤労報国協力令」への参加といった形で開始された学生の勤労奉仕は、当初、授業の合間や
休暇中に、一般の兵器産業をはじめ、軍の兵器廠・被服廠，更に消防署から郵便局に至るまでの幅
広い範囲の労務についたり、援農隊として東京周辺の農家や、遠く新潟・北海道までの農作業、土
木作業にまで駆り出された。
　しかし、戦況いよいよ厳しくなった昭和19年3月に至って、「決戦非常措置要綱に基づく学徒動
員実施要綱」が発令され、以来、学業から切り離された本格的な勤労動員が開始された（前掲解説
参照）。
　したがって、今回の動員経験者からの聞き取りにおいても、昭和19年春以降の記憶に比較的明確
なものに絞られており、対比する資料関係をも考慮して、本表は昭和19年6月以降の動員先をまと
めてみた。
　なお、昭和19年1月17日付けの「明治大学新聞」にも、次のような記事が紹介されていたので掲
載しておく（これに該当する学生は、昭和19年1月現在で2・3年生であったから、同19年の4月
または9月には卒業している者である）。
　　　　　　　　　　　　　　　　学徒勤労精神発揮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本学報国隊の活躍
学徒戦時動員体制確立要綱に基づく学徒の勤労奉仕は決戦下益々其成果を挙げつつある、誠
に学徒の勤労奉仕こそ、精神の修養と身体の鍛錬とが相まって行はれる修錬として真に戦力
増強の為挺身しているに他ならぬ、この精神を旨とする本学報国隊の出動次の如くである
◎亀戸被服廠　　　　　　　（政大全部、政専二年）　　　　　1月12日～31日
◎日通亀有支店　　　　　　（政専二年、経営科、貿易科二年）1月12日～31日
◎那須アルミニューム会社（農政科、厚生科、政専二年）　　1月13日～31日
◎内外製鋳砂町工場　　　（法大二、三年、法専二年）　　　1月12目～31日
聞き取り調査・資料提供等に協力いただいた方々
氏
?
日比谷
?
高　橋　鉱　逸
広　羽
??
高　石　泰　次
山　田　直　大
永　野　徳　光
職 業（聞き取り時）
京王エステートKK
元明治大学職員
元　毎日新聞社（山岳部OB）
富士フオトサロン
弁護士
明治大学生田校舎事務部長
入 学
17商　専
18法　専
18　予　科
18法　専
18　予　科
18　政　専
?
業
19．　9
20．9
24．3法大
23，3商大
20．9
24．3法大
23．3法大
20．9
34．3政大
注1．卒業欄の二段目は学部編入をした学部名及び卒業年月
注2．法大は法学部、商大は商学部、政大は政治経済学部
注3．法専は専門部法科、商専は専門部商科、政専は専門部政治経済学科
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